
 
 
 

 
 

 
 

   
  
  
  
  
  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●県内の交通死亡事故  １0件１0人   　(前年比－２件－２人)

 
　高速道路上で、軽貨物車（20歳
代、男性）が停止中の普通乗用車に
衝突し、付近にいた普通乗用車の運
転者（20歳代、男性）が巻き込まれ

たもの。　　　　　　　　　　 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月６日（日）～４月15日（火） 

　　　　　　　　　　　　　　　　（４月10日（木）交通事故死ゼロを目指す日） 

運動重点 
１　歩行者が安全に通行できる交通環境の確保と正しい横断方法の実践 
２　歩行者優先の徹底・ながら運転の根絶・シートベルト等の着用 
３  自転車等利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

 
 

○　停止車両を見かけたドライバーは…… 
　◇　近くに歩行者がいるかもしれないと考え、速度を抑えて、周囲の状況にしっ
　　かり目を配るなどの予測運転に努めましょう。事故の原因として、「漫然運 
　　転」や「脇見」による発見の遅れが挙げられます。 
　◇　前方がよく見えるよう、十分な車間距離を確保しましょう。 
○　やむなく停車した場合は…… 
　◇　車内や車道上にとどまることは絶対にやめましょう。 
　◇　発煙筒や三角表示板で後続車への注意喚起を行った後は、ガードレールの外
　　などの安全な退避場所へ速やかに同乗者と一緒に避難しましょう。 
　 
　車両の故障を未然に防ぐことも重要です。日常点検や、高速走行前の点検を心掛
けましょう。　　

発生日時 発生場所 川崎町大字今宿

事故形態 路線 高速道 道路形状 カーブ

令和７年３月29日（土）午後３時35分頃

軽貨物車×普通乗用車（停止中）×歩行者（死亡）


